
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  役員の生命保険料を負担した場合 

Ｑ：会社が、役員の生命保険料を負担した

場合はどのように取り扱われますか？ 

 

Ａ：継続的に供与される経済的利益となり、

定期同額給与に準ずる給与として損金に算入

することができます。 

【解説】 

会社が、役員の生命保険料を負担した場合

は、従来から経済的利益の供与があったとし

て、役員報酬とされ損金算入が認められてい

ましたが、平成18年の税制改正でも、役員に

対する「継続的に供与される経済的利益のう

ち、その供与される利益の額が毎月おおむね

一定であるもの」は定期同額給与に準ずる給

与として損金算入することができるとされま

した。 

したがって、今年の４月１日以後開始する

事業年度からは、会社が役員の保険料を継続

的に毎月負担するという場合は、その保険料

相当額は定期同額給与に準ずる給与として損

金に算入することができるということになる

のですが、この保険料を年払いや半年払いに

した場合はどうなるかということも気になる

ところです。 

この場合には、こうした年払いや半年払い

が月払いの変形であると考えられていること

から、その供与される利益がおおむね毎月一

定であるものとして、定期同額給与に準ずる

給与として取り扱うことができるとのことで

す。 

なお、この点は、従来からの取り扱いと変

わりありません。 
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